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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端子接触部（２８Ａ，２８Ｂ，２８Ｃ，２８Ｄ）が基端部（２０４）の外面（２０１，
２０２）に複数設けられ、ガス検出を行うためのセンサ素子（２）と、
　屈曲する線材によって構成された複数のバネ端子（３）と、
　前記センサ素子の前記基端部が挿入された挿入穴（４１）、及び前記挿入穴に連通され
た複数の保持溝（４２）を有するインシュレータ（４）と、を備えるガスセンサ（１）に
おいて、
　前記バネ端子は、前記保持溝内に保持される保持部（３１）と、前記保持部から延設さ
れ、前記保持部に対して撓んで前記端子接触部に接触するアーム部（３２）とを有してお
り、
　前記挿入穴への前記センサ素子の挿入方向（Ｄ）から見たときに、複数の前記バネ端子
のうちの少なくとも１つである傾斜バネ端子（３Ａ）における、前記保持部に対する前記
アーム部の撓み方向（Ｆ）は、前記端子接触部の外面に対して傾斜しており、
　前記端子接触部は、前記挿入方向に直交する幅方向（Ｗ）に複数並んで設けられており
、
　前記傾斜バネ端子は、前記幅方向に並んで配置されており、
　前記傾斜バネ端子の前記アーム部は、前記保持部よりも前記センサ素子の幅方向の中心
側に位置しており、
　前記傾斜バネ端子の前記アーム部は、前記端子接触部の外面に垂直な垂線（Ｍ）に対す
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る、前記撓み方向に沿った中心軸線（Ｏ）の傾斜角度（θ）を大きくする状態で撓み、か
つ、前記保持溝の前記幅方向における中心側の側面（４２１）に接触して、前記端子接触
部の外面に対する位置が固定されている、ガスセンサ。
【請求項２】
　端子接触部（２８Ａ，２８Ｂ，２８Ｃ，２８Ｄ）が基端部（２０４）の外面（２０１，
２０２）に複数設けられ、ガス検出を行うためのセンサ素子（２）と、
　屈曲する線材によって構成された複数のバネ端子（３）と、
　前記センサ素子の前記基端部が挿入された挿入穴（４１）、及び前記挿入穴に連通され
た複数の保持溝（４２）を有するインシュレータ（４）と、を備えるガスセンサ（１）に
おいて、
　前記バネ端子は、前記保持溝内に保持される保持部（３１）と、前記保持部から延設さ
れ、前記保持部に対して撓んで前記端子接触部に接触するアーム部（３２）とを有してお
り、
　前記挿入穴への前記センサ素子の挿入方向（Ｄ）から見たときに、複数の前記バネ端子
のうちの少なくとも１つである傾斜バネ端子（３Ａ）における、前記保持部に対する前記
アーム部の撓み方向（Ｆ）は、前記端子接触部の外面に対して傾斜しており、
　複数の前記バネ端子は、円形状の断面を有する、線径がφ０．４～０．７ｍｍの範囲内
にある丸線材によって構成されている、ガスセンサ。
【請求項３】
　前記端子接触部は、前記センサ素子の、前記挿入方向と前記挿入方向に直交する幅方向
との双方に直交する厚み方向（Ｔ）の両側に設けられており、
　前記傾斜バネ端子は、前記センサ素子を介して互いに向き合う位置に配置されている、
請求項１又は２に記載のガスセンサ。
【請求項４】
　前記傾斜バネ端子は、前記センサ素子の、前記挿入方向と前記挿入方向に直交する幅方
向との双方に直交する厚み方向の両側において、前記幅方向に並んで一対に配置されてお
り、
　複数の前記バネ端子のうちの前記傾斜バネ端子以外のバネ端子である垂直バネ端子（３
Ｂ）は、前記幅方向に並ぶ一対の前記傾斜バネ端子の間において、前記アーム部の前記撓
み方向が前記端子接触部の外面に対して垂直になる状態で配置されている、請求項１～３
のいずれか１項に記載のガスセンサ。
【請求項５】
　前記センサ素子は、少なくとも一対の電極（２２Ａ，２２Ｂ）が設けられた固体電解質
体（２１）と、前記固体電解質体に積層されたヒータ（２３）とを有しており、
　複数の前記端子接触部には、前記電極に繋がる第１端子接触部（２８Ａ）と、前記ヒー
タの発熱体（２３０）に繋がる第２端子接触部（２８Ｂ）とが含まれる、請求項１～４の
いずれか１項に記載のガスセンサ。
【請求項６】
　前記挿入方向から見たときに、前記傾斜バネ端子の前記撓み方向に沿った中心軸線（Ｏ
）と、前記端子接触部の外面に対して垂直な垂線（Ｍ）との間の傾斜角度（θ）は、５～
４５°の範囲内にある、請求項１～５のいずれか１項に記載のガスセンサ。
【請求項７】
　前記アーム部は、前記保持部から折り返されて前記保持部と対向している、請求項１～
６のいずれか１項に記載のガスセンサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インシュレータに保持されたバネ端子にセンサ素子が接触する構造を有する
ガスセンサに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　ガスセンサは、内燃機関から排気される排ガス中の酸素、特定ガス成分等の濃度を検出
するために用いられる。ガスセンサのセンサ素子には、板状の固体電解質体に対して、排
ガスが導入されるガス室等を形成する絶縁層が積層された積層タイプのものがある。積層
タイプのセンサ素子の端部は、インシュレータの挿入穴に収容され、インシュレータの保
持溝に保持されたバネ端子に電気的に接続される。
【０００３】
　より具体的には、バネ端子は、保持部と、保持部に対して撓んでセンサ素子に接触する
アーム部とを有する。バネ端子は、センサ素子の両側に配置され、アーム部がセンサ素子
に接触して撓む際に、センサ素子を両側から挟み込む。また、センサ素子の外面には、固
体電解質体に設けられた電極に繋がる端子接触部が配置されている。そして、バネ端子の
アーム部が端子接触部に接触し、センサ素子の電極がバネ端子を介して、ガスセンサの外
部に電気接続される。
【０００４】
　また、車両等への搭載上の制約から、ガスセンサを小型化する要求がある。そこで、バ
ネ端子を線材によって構成し、バネ端子の配置間隔を小さくするとともに、インシュレー
タの外形を小さくすることが行われている。例えば、特許文献１においては、線材によっ
て構成されたバネ端子を用いたガスセンサについて開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１５－１４５８３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ガスセンサの組付時においては、複数の保持溝のそれぞれにバネ端子が保持されたイン
シュレータの挿入穴に対して、センサ素子の端部が挿入される。しかしながら、特許文献
１等に開示されるバネ端子のアーム部は、センサ素子の外面における端子接触部に対して
垂直に接触して、保持部に対して撓む。このアーム部の撓み方向は、センサ素子の厚み方
向として、端子接触部の外面に対して垂直な方向となる。
【０００７】
　そのため、アーム部が撓む際に、アーム部が端子接触部の外面上を滑るときには、アー
ム部が電極接触部に対して左右のいずれかに位置ずれするおそれがある。その結果、端子
接触部に対するアーム部の接触位置が定まらず、アーム部と端子接触部との間に接触不良
が生じるおそれがある。ゆえに、バネ端子とセンサ素子との間の電気接続の状態を改善す
るためには、更なる工夫が必要とされる。
【０００８】
　本発明は、かかる課題に鑑みてなされたもので、バネ端子とセンサ素子との間の電気接
続の状態を良好にすることができるガスセンサを提供しようとして得られたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様は、端子接触部（２８Ａ，２８Ｂ，２８Ｃ，２８Ｄ）が基端部（２０４
）の外面（２０１，２０２）に複数設けられ、ガス検出を行うためのセンサ素子（２）と
、
　屈曲する線材によって構成された複数のバネ端子（３）と、
　前記センサ素子の前記基端部が挿入された挿入穴（４１）、及び前記挿入穴に連通され
た複数の保持溝（４２）を有するインシュレータ（４）と、を備えるガスセンサ（１）に
おいて、
　前記バネ端子は、前記保持溝内に保持される保持部（３１）と、前記保持部から延設さ
れ、前記保持部に対して撓んで前記端子接触部に接触するアーム部（３２）とを有してお
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り、
　前記挿入穴への前記センサ素子の挿入方向（Ｄ）から見たときに、複数の前記バネ端子
のうちの少なくとも１つである傾斜バネ端子（３Ａ）における、前記保持部に対する前記
アーム部の撓み方向（Ｆ）は、前記端子接触部の外面に対して傾斜しており、
　前記端子接触部は、前記挿入方向に直交する幅方向（Ｗ）に複数並んで設けられており
、
　前記傾斜バネ端子は、前記幅方向に並んで配置されており、
　前記傾斜バネ端子の前記アーム部は、前記保持部よりも前記センサ素子の幅方向の中心
側に位置しており、
　前記傾斜バネ端子の前記アーム部は、前記端子接触部の外面に垂直な垂線（Ｍ）に対す
る、前記撓み方向に沿った中心軸線（Ｏ）の傾斜角度（θ）を大きくする状態で撓み、か
つ、前記保持溝の前記幅方向における中心側の側面（４２１）に接触して、前記端子接触
部の外面に対する位置が固定されている、ガスセンサにある。
　本発明の他の態様は、端子接触部（２８Ａ，２８Ｂ，２８Ｃ，２８Ｄ）が基端部（２０
４）の外面（２０１，２０２）に複数設けられ、ガス検出を行うためのセンサ素子（２）
と、
　屈曲する線材によって構成された複数のバネ端子（３）と、
　前記センサ素子の前記基端部が挿入された挿入穴（４１）、及び前記挿入穴に連通され
た複数の保持溝（４２）を有するインシュレータ（４）と、を備えるガスセンサ（１）に
おいて、
　前記バネ端子は、前記保持溝内に保持される保持部（３１）と、前記保持部から延設さ
れ、前記保持部に対して撓んで前記端子接触部に接触するアーム部（３２）とを有してお
り、
　前記挿入穴への前記センサ素子の挿入方向（Ｄ）から見たときに、複数の前記バネ端子
のうちの少なくとも１つである傾斜バネ端子（３Ａ）における、前記保持部に対する前記
アーム部の撓み方向（Ｆ）は、前記端子接触部の外面に対して傾斜しており、
　複数の前記バネ端子は、円形状の断面を有する、線径がφ０．４～０．７ｍｍの範囲内
にある丸線材によって構成されている、ガスセンサにある。
【発明の効果】
【００１０】
　前記ガスセンサにおいては、インシュレータに保持されたバネ端子のアーム部の撓み方
向に工夫をしている。具体的には、挿入穴へのセンサ素子の挿入方向から見たときに、複
数のバネ端子のうちの少なくとも１つにおける、保持部に対するアーム部の撓み方向は、
端子接触部の外面に対して傾斜している。
【００１１】
　そして、インシュレータの挿入穴へセンサ素子を挿入する際には、アーム部は、端子接
触部の外面に対して傾斜する方向に撓む。また、アーム部が端子接触部の外面上を滑る際
には、アーム部が滑る方向が規制される。具体的には、アーム部は、端子接触部の外面の
垂線に対する傾斜角度が大きくなる方向に滑る。
【００１２】
　これにより、端子接触部に対するアーム部の接触位置が定まり、アーム部と端子接触部
との間に接触不良が生じにくくすることができる。それ故、前記一態様のガスセンサによ
れば、バネ端子とセンサ素子との間の電気接続の状態を良好にすることができる。
【００１３】
　なお、本発明の一態様及び他の態様において示す各構成要素のカッコ書きの符号は、実
施形態における図中の符号との対応関係を示すが、各構成要素を実施形態の内容のみに限
定するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施形態１にかかる、ガスセンサを示す断面図。
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【図２】実施形態１にかかる、ガスセンサにおけるバネ端子の周辺を拡大して示す断面図
。
【図３】実施形態１にかかる、ガスセンサにおけるバネ端子の周辺を示す、図１のIII－I
II矢視断面図。
【図４】実施形態１にかかる、センサ素子を示す断面図。
【図５】実施形態１にかかる、センサ素子を分解して示す斜視図。
【図６】実施形態１にかかる、センサ素子の外面における端子接触部の周辺を、センサ素
子の厚み方向から見た状態で示す説明図。
【図７】実施形態１にかかる、バネ用インシュレータを、センサ素子の厚み方向から見た
状態で示す断面図。
【図８】実施形態１にかかる、バネ用インシュレータの周辺を示す、図１のVIII－VIII矢
視断面図。
【図９】実施形態１にかかる、センサ素子が挿入される前の状態の、バネ端子が保持され
たバネ用インシュレータを示す、図１のIII－III矢視相当の断面図。
【図１０】実施形態１にかかる、バネ端子が保持されたバネ用インシュレータの挿入穴へ
、センサ素子を挿入する状態を示す断面図。
【図１１】比較形態にかかる、センサ素子が挿入される前の状態の、バネ端子が保持され
たバネ用インシュレータを示す、図１のIII－III矢視相当の断面図。
【図１２】比較形態にかかる、バネ端子が保持されたバネ用インシュレータの挿入穴にセ
ンサ素子が挿入された状態を示す、図１のIII－III矢視相当の断面図。
【図１３】実施形態１にかかる、他のガスセンサにおけるバネ端子の周辺を示す、図１の
III－III矢視相当の断面図。
【図１４】実施形態２にかかる、ガスセンサにおけるバネ端子の周辺を示す、図１のIII
－III矢視相当の断面図。
【図１５】実施形態２にかかる、センサ素子の外面における端子接触部の周辺を、センサ
素子の厚み方向から見た状態で示す説明図。
【図１６】実施形態２にかかる、他のガスセンサにおけるバネ端子の周辺を示す、図１の
III－III矢視相当の断面図。
【図１７】実施形態３にかかる、バネ用インシュレータの保持溝の形成状態を、センサ素
子の厚み方向から見た状態で示す断面図。
【図１８】実施形態３にかかる、バネ用インシュレータの保持溝の形成状態を示す、図１
のIII－III矢視相当の断面図。
【図１９】実施形態３にかかる、他のバネ用インシュレータの保持溝の形成状態を示す、
図１のIII－III矢視相当の断面図。
【図２０】実施形態４にかかる、センサ素子の端子接触部に接触するバネ端子を示す説明
図。
【図２１】実施形態４にかかる、センサ素子の端子接触部に接触する他のバネ端子を示す
説明図。
【図２２】実施形態４にかかる、センサ素子の端子接触部に接触する他のバネ端子を示す
説明図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　前述したガスセンサにかかる好ましい実施形態について、図面を参照して説明する。
＜実施形態１＞
　本形態のガスセンサ１は、図１及び図２に示すように、センサ素子２、複数のバネ端子
３及びバネ用インシュレータ４を備える。センサ素子２は、ガス検出を行うためのもので
あり、センサ素子２の基端部２０４の外面２０１，２０２には、複数の端子接触部２８Ａ
，２８Ｂが設けられている。複数のバネ端子３は、屈曲する線材によって構成されている
。バネ用インシュレータ４は、センサ素子２の基端部２０４が挿入された挿入穴４１と、
挿入穴４１に連通された複数の保持溝４２とを有する。
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【００１６】
　バネ端子３は、図２に示すように、保持溝４２内に保持される保持部３１と、保持部３
１から延設され、保持部３１に対して撓んで端子接触部２８Ａ，２８Ｂに接触するアーム
部３２とを有する。図３に示すように、挿入穴４１へのセンサ素子２の挿入方向Ｄから見
たときに、複数のバネ端子３のうちの少なくとも１つである傾斜バネ端子３Ａにおける、
保持部３１に対するアーム部３２の撓み方向Ｆは、端子接触部２８Ａ，２８Ｂの外面に対
して傾斜している。
【００１７】
　本形態の全てのバネ端子３は、傾斜バネ端子３Ａである。また、端子接触部２８Ａ，２
８Ｂの外面とは、センサ素子２の外面２０１，２０２と平行な表面のことをいう。
【００１８】
　以下に、本形態のガスセンサ１について詳説する。
（内燃機関）
　図１に示すように、本形態のガスセンサ１は、車両の内燃機関（エンジン）の排気系統
の配管８に配置されて、配管８内を流れる排ガスＧ中の酸素又は特定ガス成分を検出する
ものである。ガスセンサ１は、配管８における、触媒の配置箇所よりも上流側に配置する
ことができ、配管８における、触媒の配置箇所よりも下流側に配置することもできる。ま
た、ガスセンサ１を配置する配管８は、排ガスＧを利用して内燃機関が吸入する空気の圧
力を高める過給機の吸入側の配管とすることもできる。また、ガスセンサ１を配置する配
管８は、内燃機関から排気通路に排気される排ガスＧの一部を、内燃機関の吸気通路に再
循環させる排気再循環機構における配管とすることもできる。
【００１９】
　また、ガスセンサ１を配置する配管８が搭載された車両は、燃料を用いて走行する一般
的な車両の他、停車時にアイドリングストップを行う車両、ハイブリッド車両等とするこ
とができる。また、ガスセンサ１は、一対の電極間に生じる起電力を検出する酸素濃淡電
池式のもの、一対の電極間に電圧を印加した限界電流特性を利用する限界電流式のものと
することができる。
【００２０】
　本形態のガスセンサ１は、ガス検出を行う用途として、排ガスＧから求められる内燃機
関の空燃比を検出する用途に用いられる。ガスセンサ１は、これ以外にも、ＮＯｘ等の特
定ガス成分を検出する用途、内燃機関から排気される排ガスＧの酸素濃度を検出する用途
、排ガスＧから求められる内燃機関の空燃比が、理論空燃比に対して燃料リッチ側にある
か燃料リーン側にあるかを検出する用途等に用いることができる。
【００２１】
（センサ素子２）
　図４及び図５に示すように、センサ素子２は、一対の電極２２Ａ，２２Ｂが設けられた
板状の固体電解質体２１と、固体電解質体２１に積層されたヒータ２３とを有する。固体
電解質体２１の第１主面２１１には、排ガスＧに晒される検出電極２２Ａが設けられてお
り、固体電解質体２１の第２主面２１２には、大気Ａに晒される基準電極２２Ｂが設けら
れている。固体電解質体２１の第１主面２１１には、第１主面２１１に積層された絶縁層
２４Ａによって、排ガスＧが導入されるガス室２６が隣接して形成されている。検出電極
２２Ａは、ガス室２６内に配置されている。固体電解質体２１の第２主面２１２には、第
２主面２１２に積層されたヒータ２３の絶縁層２４Ｂによって、大気Ａが導入される大気
ダクト２７が隣接して形成されている。基準電極２２Ｂは、大気ダクト２７内に配置され
ている。
【００２２】
　ガス室２６を形成する絶縁層２４Ａの一部は、排ガスＧを通過させる性質を有する多孔
質の拡散抵抗層２５として形成されている。拡散抵抗層２５は、一定の拡散速度でガス室
２６へ排ガスＧを導入するものである。本形態のガスセンサ１は、空燃比センサを構成し
、検出電極２２Ａと基準電極２２Ｂとの間には、限界電流特性を発現するための電圧が印
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加される。また、ガス室２６は、センサ素子２の先端部２０３に形成されており、大気ダ
クト２７は、センサ素子２の先端部２０３から基端部２０４の端面まで形成されている。
大気ダクト２７へは、ガスセンサ１内に入る大気Ａが導入される。
【００２３】
　図５に示すように、ヒータ２３は、絶縁層２４Ｂ内に埋設された発熱体２３０を有する
。発熱体２３０は、通電によって発熱する発熱部２３１と、発熱部２３１に繋がる一対の
リード部２３２とを有する。発熱部２３１は、検出電極２２Ａ及び基準電極２２Ｂに対向
する位置に配置されており、一対のリード部２３２は、発熱部２３１からセンサ素子２の
基端部２０４まで配置されている。また、検出電極２２Ａに繋がるリード部２２１及び基
準電極２２Ｂに繋がるリード部２２１は、センサ素子２の基端部２０４まで配置されてい
る。
【００２４】
　センサ素子２は、長尺形状に形成されている。センサ素子２の挿入方向Ｄは、センサ素
子２の長尺方向に沿った方向となる。センサ素子２の長尺方向の先端部２０３には、検出
電極２２Ａ、基準電極２２Ｂ、ガス室２６及び拡散抵抗層２５による検知部２０５が形成
されている。センサ素子２の長尺方向の基端部２０４の外面２０１，２０２には、複数の
端子接触部２８Ａ，２８Ｂが形成されている。また、図１及び図４に示すように、センサ
素子２の先端部２０３の外周には、検知部２０５を覆うように多孔質保護層２９が設けら
れている。
【００２５】
　センサ素子２において、端子接触部２８Ａ，２８Ｂが配置されてバネ端子３と向き合う
方向を厚み方向Ｔといい、挿入方向Ｄと厚み方向Ｔとに直交する方向を幅方向Ｗという。
厚み方向Ｔは、固体電解質体２１に検出電極２２Ａと基準電極２２Ｂとが対向して設けら
れた方向となる。また、挿入方向Ｄ、厚み方向Ｔ及び幅方向Ｗは、センサ素子２、バネ用
インシュレータ４、ガスセンサ１等において共通する方向を示す。また、挿入方向Ｄは、
両側に向けた方向を示し、図１、図２、図５、図６等においては、挿入方向Ｄにおける先
端側をＤ１で示し、挿入方向Ｄにおける基端側をＤ２で示す。
【００２６】
　図３、図５及び図６に示すように、センサ素子２の基端部２０４における端子接触部２
８Ａ，２８Ｂは、挿入方向Ｄに直交する幅方向Ｗに複数並んで設けられている。また、端
子接触部２８Ａ，２８Ｂは、センサ素子２の厚み方向Ｔの両側の外面２０１，２０２に設
けられている。複数の端子接触部２８Ａ，２８Ｂは、検出電極２２Ａのリード部２２１と
、基準電極２２Ｂのリード部２２１とにそれぞれ繋がる２つの第１端子接触部２８Ａと、
発熱体２３０のリード部２３２に繋がる２つの第２端子接触部２８Ｂとからなる。本形態
においては、センサ素子２の第１外面２０１において、２つの第１端子接触部２８Ａが幅
方向Ｗに並んで配置されており、センサ素子２の第２外面２０２において、２つの第２端
子接触部２８Ｂが幅方向Ｗに並んで配置されている。第１外面２０１は、固体電解質体２
１に検出電極２２Ａが設けられた側に位置する外面であり、第２外面２０２は、固体電解
質体２１に基準電極２２Ｂが設けられた側に位置する外面である。
【００２７】
　また、本形態においては、絶縁層２４Ａが固体電解質体２１の長尺方向の全長に亘って
形成されており、センサ素子２の第１外面２０１及び第２外面２０２は、絶縁層２４Ａ，
２４Ｂの外面である。なお、絶縁層２４Ａが、センサ素子２の基端部２０４まで形成され
ていない場合には、第１外面２０１は、固体電解質体２１の外面としてもよい。
【００２８】
　各電極２２Ａ，２２Ｂは、酸素に対する触媒活性を有する貴金属を含有する材料からな
り、固体電解質体２１は、酸素イオンの伝導性を有するジルコニア材料からなる。絶縁層
２４Ａ，２４Ｂ及び拡散抵抗層２５は、絶縁性のセラミックスとしてのアルミナ材料から
なる。
【００２９】
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（素子用インシュレータ５）
　図１に示すように、ガスセンサ１には、センサ素子２を挿通させて保持するための素子
用インシュレータ５と、複数のバネ端子３を保持するためのバネ用インシュレータ４とが
配置されている。素子用インシュレータ５は、絶縁碍子ともいい、アルミナ等の絶縁性の
セラミックスによって形成されている。素子用インシュレータ５は、セラミックスの粉体
を圧縮して成形されている。素子用インシュレータ５には、センサ素子２を配置するため
に、挿入方向Ｄに向けて貫通する配置穴５１が形成されている。配置穴５１には、センサ
素子２の長尺方向の中間位置が挿通されている。センサ素子２は、配置穴５１の基端側に
形成された凹部５２内に充填されるガラス材５３等によって素子用インシュレータ５に固
定されている。
【００３０】
（ハウジング６）
　図１に示すように、ハウジング６には、挿入方向Ｄに向けて貫通するハウジング穴６１
が形成されている。素子用インシュレータ５は、ハウジング穴６１内に配置されている。
また、ハウジング６の外周の全周には、配管８に設けられた取付穴８１に挿通されたガス
センサ１を、配管８に取り付けるための、ねじ部６２及び六角形状のフランジ部６３が形
成されている。
【００３１】
（配線用カバー７Ａ及び素子用カバー７Ｂ）
　図１に示すように、ハウジング６の基端側部分には、バネ用インシュレータ４を覆う配
線用カバー７Ａが装着されている。配線用カバー７Ａは、内周側に位置する内周側カバー
７１と、内周側カバー７１の外周側に重なる外周側カバー７２とによって構成されている
。外周側カバー７２には、大気Ａが導入される導入孔７２１が形成されている。内周側カ
バー７１と外周側カバー７２との間には、多孔質のシートによって形成されたフィルタ７
３が、導入孔７２１を覆う状態で配置されている。フィルタ７３は、気体を通過させる一
方、液体を通過させない性質を有する。
【００３２】
　外周側カバー７２の内周側には、リード線３４を挿通させて保持し、配線用カバー７Ａ
内を閉塞するためのゴム製のブッシュ７４が配置されている。導入孔７２１及びフィルタ
７３を経由して配線用カバー７Ａ内に導入される大気Ａは、センサ素子２の基端側の端面
から大気ダクト２７内に導入される。
【００３３】
　ハウジング６の先端側部分には、センサ素子２の先端側部分を覆う素子用カバー７Ｂが
装着されている。素子用カバー７Ｂの底部及び側部には、排気系統の配管８内を通過する
排ガスＧを、センサ素子２の検知部２０５へ導き、素子用カバー７Ｂの内側と外側とに流
通させるための流通孔７５が形成されている。
【００３４】
（バネ用インシュレータ４）
　図１に示すように、バネ用インシュレータ４は、絶縁碍子ともいい、アルミナ等の絶縁
性のセラミックスによって形成されている。バネ用インシュレータ４は、セラミックスの
粉体を圧縮して成形されている。バネ用インシュレータ４は、素子用インシュレータ５の
挿入方向Ｄの基端側に重なって配置されており、センサ素子２の基端部２０４を収容する
。
【００３５】
　図２、図３及び図７に示すように、バネ用インシュレータ４の挿入穴４１は、センサ素
子２が挿入される側である先端側の端面から、バネ用インシュレータ４を貫通しない有底
の孔として形成されている。挿入穴４１は、挿入方向Ｄに直交する平面内の中心位置に形
成されている。挿入穴４１は、略四角形状の断面を有するセンサ素子２の形状に合わせて
、略四角形状の断面の孔として形成されている。
【００３６】
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　図２、図３及び図８に示すように、バネ用インシュレータ４の基端側部分には、複数の
バネ端子３の保持部３１の端部が挿通される複数の貫通穴４３が形成されている。バネ用
インシュレータ４の保持溝４２は、先端側の端面から形成されており、挿入穴４１に対し
て厚み方向Ｔから連通されている。保持溝４２は、傾斜バネ端子３Ａを厚み方向Ｔに対し
て傾斜する状態で配置するために、厚み方向Ｔに対して傾斜する状態で形成されている。
バネ用インシュレータ４の保持溝４２には、保持部３１の一部及びアーム部３２の一部が
配置される。バネ用インシュレータ４の、挿入方向Ｄに平行な側面としての外周面は、円
形の断面形状を有している。図７に示すように、保持溝４２は、バネ用インシュレータ４
の先端側の端面から基端側へ連続して形成されている。
【００３７】
（バネ端子３）
　図２、図３及び図９に示すように、バネ用インシュレータ４には、２つの第１端子接触
部２８Ａ及び２つの第２端子接触部２８Ｂのそれぞれに個別に接触する４つの傾斜バネ端
子３Ａが保持されている。傾斜バネ端子３Ａのアーム部３２は、保持部３１から折り返さ
れて保持部３１と、撓み方向Ｆにおいて対向している。アーム部３２が保持部３１と対向
して形成されることにより、アーム部３２が保持部３１に対して撓む（弾性変形する）、
アーム部３２のバネ特性を発現することが容易になる。また、本形態のアーム部３２の撓
み方向Ｆは、保持部３１とアーム部３２とが向き合う方向となる。
【００３８】
　図２に示すように、保持部３１は、保持溝４２における外周側の端部に配置される本体
部分３１１と、貫通穴４３に挿通される延出部分３１２と、本体部分３１１と延出部分３
１２とを接続する接続部分３１３とを有する。本体部分３１１と延出部分３１２とは、互
いに平行な状態で、挿入方向Ｄに直交する方向にオフセットして形成されている。アーム
部３２は、保持部３１の本体部分３１１に繋がる曲線部分３２１と、曲線部分３２１に繋
がる直線部分３２２と、直線部分３２２に設けられて端子接触部２８Ａ，２８Ｂに接触す
る接触部分３２３とを有する。接触部分３２３は、曲線状に形成されている。
【００３９】
　アーム部３２は、主に曲線部分３２１が曲率半径を小さくするように弾性変形すること
によって、直線部分３２２及び接触部分３２３が保持部３１の本体部分３１１に近づくよ
うにして撓む。また、アーム部３２は、曲線部分３２１を除くアーム部３２の全体が反る
ことによっても撓む。アーム部３２が端子接触部２８Ａ，２８Ｂに接触して撓んだときに
は、アーム部３２が元の状態に戻ろうとするバネ復元力が端子接触部２８Ａ，２８Ｂに作
用する。
【００４０】
　図１及び図２に示すように、バネ用インシュレータ４の貫通穴４３に挿通された、バネ
端子３の保持部３１の延出部分３１２には、バネ用インシュレータ４の基端側から端子金
具３３が装着されている。端子金具３３には、ガスセンサ１の外部における制御装置等に
接続されるリード線３４が取り付けられている。
【００４１】
　本形態のバネ端子３は、円形状の断面を有する、線径がφ０．４～０．７ｍｍの範囲内
にある丸線材（鋼線）によって構成されている。保持部３１及びアーム部３２は、丸線材
が折り曲げられることによって形成されている。丸線材を用いることにより、強度を確保
してバネ端子３の幅を極力小さくすることができる。また、丸線材を用いることにより、
バネ用インシュレータ４において複数のバネ端子３が占めるスペースを小さくすることが
でき、バネ用インシュレータ４の小型化、しいてはガスセンサ１の小型化を図ることがで
きる。
【００４２】
　バネ端子３の線径がφ０．４ｍｍ未満である場合には、図３に示すように、バネ端子３
が配置される、バネ用インシュレータ４の保持溝４２との隙間Ｓが大きくなり、バネ端子
３が保持溝４２において幅方向Ｗへ位置ずれする量が大きくなる。そのため、センサ素子
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２における端子接触部２８Ａ，２８Ｂの幅方向Ｗの幅を大きくする必要が生じ、センサ素
子２の小型化を妨げる要因となる。
【００４３】
　一方、バネ端子３の線径がφ０．７ｍｍ超過である場合には、バネ端子３のアーム部３
２が撓みにくくなり、複数のバネ端子３が保持されたバネ用インシュレータ４の挿入穴４
１へのセンサ素子２の挿入性が悪化する要因となる。また、バネ端子３が配置される、バ
ネ用インシュレータ４の保持溝４２の幅は、バネ用インシュレータ４を成形する成形型の
強度を確保する観点から、０．７ｍｍ以上であることが好ましい。
【００４４】
　なお、バネ端子３の断面形状は、扁平形状、楕円形状、四角形状を含む角形状等であっ
てもよい。この場合、バネ端子３の断面における長径部（長辺部）の長さと短径部（短辺
部）の長さとの比であるアスペクト比は、１：１～１：２の範囲内になるようにすること
ができる。
【００４５】
　図３に示すように、傾斜バネ端子３Ａは、幅方向Ｗに並んで配置されるとともに、セン
サ素子２を介して互いに向き合う位置に配置されている。また、傾斜バネ端子３Ａは、セ
ンサ素子２の厚み方向Ｔの両側において、幅方向Ｗに並んで一対に配置されている。傾斜
バネ端子３Ａは、センサ素子２の基端部２０４の第１外面２０１に設けられた２つの第１
端子接触部２８Ａに対応して、第１外面２０１に対向して幅方向Ｗに２つ並んで配置され
ている。また、傾斜バネ端子３Ａは、センサ素子２の基端部２０４の第２外面２０２に設
けられた２つの第２端子接触部２８Ｂに対応して、第２外面２０２に対向して幅方向Ｗに
２つ並んで配置されている。第１外面２０１に対向して配置された２つの傾斜バネ端子３
Ａと、第２外面２０２に対向して配置された２つの傾斜バネ端子３Ａとは、センサ素子２
を介して互いに向き合っている。
【００４６】
　また、各傾斜バネ端子３Ａが傾斜する方向は、アーム部３２が保持部３１よりもセンサ
素子２の幅方向Ｗの中心側に位置する方向となっている。そして、バネ用インシュレータ
４を挿入方向Ｄから見たときには、４つの傾斜バネ端子３Ａが、Ｘ形状に近い状態で、セ
ンサ素子２の厚み方向Ｔに対して傾斜して配置されている。
【００４７】
　傾斜バネ端子３Ａがセンサ素子２を介して互いに向き合っていることにより、図９に示
すように、バネ用インシュレータ４の挿入穴４１にセンサ素子２が挿入されていない状態
においては、厚み方向Ｔにおいて互いに対向する傾斜バネ端子３Ａのアーム部３２の接触
部分３２３同士が接触することになる。また、この状態において、アーム部３２が保持部
３１よりもセンサ素子２の幅方向Ｗの中心側に位置していることにより、互いに対向する
傾斜バネ端子３Ａのアーム部３２の各接触部分３２３は、同じ方向として、幅方向Ｗの中
心側へ位置ずれすることになる。そのため、傾斜バネ端子３Ａのアーム部３２同士が幅方
向Ｗの互いに異なる側へ位置ずれすることが防止される。また、アーム部３２の接触部分
３２３が、端子接触部２８Ａ，２８Ｂから幅方向Ｗの外方へ位置ずれして、センサ素子２
の幅方向Ｗの外方へ外れることが防止される。同図において、アーム部３２の各接触部分
３２３が位置ずれする方向を矢印Ｐによって示す。
【００４８】
　また、各傾斜バネ端子３Ａのアーム部３２が保持部３１よりもセンサ素子２の幅方向Ｗ
の中心側に位置していることにより、バネ用インシュレータ４において、複数の傾斜バネ
端子３Ａをできるだけ放射状に近い状態に配置することができる。これにより、幅方向Ｗ
に並ぶ一対の傾斜バネ端子３Ａの保持部３１同士の間隔を広くすることができる。そのた
め、傾斜バネ端子３Ａに接続される端子金具３３同士、及び傾斜バネ端子３Ａに接続され
るリード線３４同士の干渉を容易に避けることができる。
【００４９】
　図３に示すように、各傾斜バネ端子３Ａがセンサ素子２の端子接触部２８Ａ，２８Ｂに
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接触した状態において、各傾斜バネ端子３Ａのアーム部３２は、端子接触部２８Ａ，２８
Ｂの外面に垂直な垂線Ｍに対する、撓み方向Ｆに沿った中心軸線Ｏの傾斜角度θを大きく
する状態で撓んでいる。中心軸線Ｏとは、挿入方向Ｄから見たときに、アーム部３２の断
面の中心を通る仮想線のことをいう。また、この状態においては、傾斜バネ端子３Ａのア
ーム部３２は、保持溝４２の幅方向Ｗにおける中心側の側面４２１に接触して、端子接触
部２８Ａ，２８Ｂの外面に対する位置が固定されている。
【００５０】
　同図に示すように、バネ用インシュレータ４の保持溝４２の幅は、バネ端子３の線径よ
りも大きい。そして、保持溝４２とバネ端子３との間には、隙間Ｓが形成される。これに
より、傾斜バネ端子３Ａのアーム部３２が端子接触部２８Ａ，２８Ｂに接触したときには
、アーム部３２が隙間Ｓの範囲内において位置ずれする。このとき、傾斜バネ端子３Ａの
撓み方向Ｆが端子接触部２８Ａ，２８Ｂの外面に対して傾斜していることにより、傾斜バ
ネ端子３Ａのアーム部３２が位置ずれする方向は、垂線Ｍに対するアーム部３２の中心軸
線Ｏの傾斜角度θが大きくなる方向となる。
【００５１】
　そして、アーム部３２が保持溝４２の幅方向Ｗにおける中心側の側面４２１に接触する
ことにより、幅方向Ｗへのアーム部３２の位置ずれが規制される。そして、端子接触部２
８Ａ，２８Ｂの外面に対するアーム部３２の位置が固定される。これにより、端子接触部
２８Ａ，２８Ｂの外面に対するアーム部３２の幅方向Ｗの位置を安定させることができる
。そのため、端子接触部２８Ａ，２８Ｂに対する傾斜バネ端子３Ａの接触状態を良好に保
つことができる。
【００５２】
　センサ素子２、及びバネ用インシュレータ４に保持された複数の傾斜バネ端子３Ａを挿
入方向Ｄから見たときに、傾斜バネ端子３Ａの撓み方向Ｆに沿った中心軸線Ｏと、端子接
触部２８Ａ，２８Ｂの外面に対して垂直な垂線Ｍとの間の傾斜角度θは、５～４５°の範
囲内にある。傾斜角度θが５°未満である場合には、傾斜バネ端子３Ａのアーム部３２の
撓み方向Ｆが端子接触部２８Ａ，２８Ｂの外面に対して傾斜することによる効果が得られ
にくい。一方、傾斜角度θが４５°超過である場合には、傾斜バネ端子３Ａのアーム部３
２が端子接触部２８Ａ，２８Ｂの外面を滑りやすくなり、傾斜バネ端子３Ａと端子接触部
２８Ａ，２８Ｂとの接触状態が悪化するおそれがある。
【００５３】
　また、図９に示すように、幅方向Ｗに並ぶ２つの傾斜バネ端子３Ａは、バネ用インシュ
レータ４の挿入穴４１にセンサ素子２が挿入されていない状態において、幅方向Ｗに並ぶ
２つの傾斜バネ端子３Ａのアーム部３２同士が接触しない位置及び傾斜角度で配置されて
いる。幅方向Ｗに並ぶ２つの傾斜バネ端子３Ａのアーム部３２同士が接触する場合には、
挿入穴４１へのセンサ素子２の挿入性が悪化する。また、この場合には、センサ素子２の
外面２０１，２０２に幅方向Ｗに並ぶ複数の端子接触部２８Ａ，２８Ｂを設けることが困
難になる。
【００５４】
　次に、本形態のガスセンサ１による作用効果について説明する。
　本形態のガスセンサ１においては、丸線材から構成されたバネ端子３を用いるために、
センサ素子２の外面２０１，２０２における端子接触部２８Ａ，２８Ｂに対するバネ端子
３の接触状態を良好に保つための工夫をしている。具体的には、バネ端子３のアーム部３
２に作用させるバネ復元力を、端子接触部２８Ａ，２８Ｂの外面に対して、厚み方向Ｔに
傾斜する状態で作用させる。そして、アーム部３２の接触部分３２３が、端子接触部２８
Ａ，２８Ｂの外面の幅方向Ｗの中心側にのみ位置ずれ可能な状態を形成する。
【００５５】
（素子挿入前の状態）
　図９に示すように、バネ用インシュレータ４の挿入穴４１にセンサ素子２の基端部２０
４が挿入されていない素子挿入前の状態においては、各傾斜バネ端子３Ａのアーム部３２
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同士が、厚み方向Ｔに対して傾斜する方向へバネ復元力を作用させながら、厚み方向Ｔに
おいて互いに接触している。このとき、各傾斜バネ端子３Ａの互いに接触するアーム部３
２は、バネ復元力の作用により、いずれも幅方向Ｗの中心側へ位置ずれして位置が決まる
。これにより、互いに接触するアーム部３２が、幅方向Ｗの互いに異なる側へ位置ずれす
ることが防止され、互いに接触するアーム部３２が幅方向Ｗにすれ違うことが防止される
。そのため、図１０に示すように、バネ用インシュレータ４の挿入穴４１へセンサ素子２
の基端部２０４を挿入するときにおいて、アーム部３２を円滑に撓ませることができ、挿
入穴４１へのセンサ素子２の挿入性を良好に保つことができる。
【００５６】
　仮に、比較形態として、図１１に示すように、厚み方向Ｔにおいて互いに接触する、バ
ネ端子３Ｘのアーム部３２が、厚み方向Ｔに沿ってバネ復元力を作用させる場合には、バ
ネ端子３Ｘが丸線材によって構成されるために、各アーム部３２が幅方向Ｗの互いに異な
る側へ位置ずれし、幅方向Ｗにすれ違うおそれがある。同図において、バネ用インシュレ
ータを符号４Ｘによって示し、保持溝を符号４２Ｘによって示す。この場合には、バネ用
インシュレータ４の挿入穴４１へセンサ素子２の基端部２０４を挿入するときにおいて、
アーム部３２が円滑に撓むことができないおそれがあり、挿入穴４１へのセンサ素子２の
挿入性を悪化させるおそれがある。
【００５７】
（素子挿入後の状態）
　図３に示すように、バネ用インシュレータ４の挿入穴４１にセンサ素子２の基端部２０
４が挿入された素子挿入後の状態においては、各傾斜バネ端子３Ａのアーム部３２の接触
部分３２３は、端子接触部２８Ａ，２８Ｂの外面に対して幅方向Ｗの中心側にのみ位置ず
れしている。各アーム部３２は、各アーム部３２の中心軸線Ｏと垂線Ｍとの間の傾斜角度
θが大きくなるように位置ずれしている。同図において、アーム部３２の各接触部分３２
３が位置ずれする方向を矢印Ｐによって示す。
【００５８】
　また、各傾斜バネ端子３Ａのアーム部３２は、バネ用インシュレータ４の保持溝４２の
幅方向Ｗにおける中心側の側面４２１に接触する。これにより、アーム部３２の接触部分
３２３が位置ずれする方向及び位置ずれする量が規制され、アーム部３２の接触部分３２
３が端子接触部２８Ａ，２８Ｂの外面に接触する位置が定まる。そのため、端子接触部２
８Ａ，２８Ｂに対するアーム部３２の接触位置が定まり、アーム部３２と端子接触部２８
Ａ，２８Ｂとの間に接触不良が生じにくくすることができる。
【００５９】
　仮に、比較形態として、図１２に示すように、厚み方向Ｔにおいて互いに接触する、バ
ネ端子３Ｘのアーム部３２が、厚み方向Ｔに沿ってバネ復元力を作用させる場合には、ア
ーム部３２が幅方向Ｗのいずれの側へ位置ずれするかが定まらない。同図において、アー
ム部３２の各接触部分３２３が位置ずれする方向が定まらない状態を符号Ｑによって示す
。これにより、アーム部３２の接触部分３２３が端子接触部２８Ａ，２８Ｂの外面に接触
する位置にばらつきが生じる。そのため、端子接触部２８Ａ，２８Ｂに対するアーム部３
２の接触位置が定まりにくく、アーム部３２と端子接触部２８Ａ，２８Ｂとの間に接触不
良が生じるおそれがある。
【００６０】
　このように、本形態の傾斜バネ端子３Ａの接触構造を有するガスセンサ１によれば、バ
ネ用インシュレータ４の挿入穴４１へのセンサ素子２の、素子挿入前の状態及び素子挿入
後の状態のいずれにおいても、傾斜バネ端子３Ａの状態を適切に保つことができる。それ
故、本形態のガスセンサ１によれば、バネ端子３とセンサ素子２との間の電気接続の状態
を良好にすることができる。
【００６１】
　また、センサ素子２にヒータ２３が積層されない場合には、第２端子接触部２８Ｂ及び
第２端子接触部２８Ｂに接触する傾斜バネ端子４Ａが不要になる。この場合には、図１３
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に示すように、第１端子接触部２８Ａをセンサ素子２の第１外面２０１に形成し、傾斜バ
ネ端子３Ａは、センサ素子２の第１外面２０１の第１端子接触部２８Ａに接触する２つの
みとすることもできる。
【００６２】
＜実施形態２＞
　本形態は、バネ用インシュレータ４におけるバネ端子３の保持数が６つである場合につ
いて示す。
　図１４に示すように、本形態のバネ用インシュレータ４には、４つの傾斜バネ端子３Ａ
の他に、２つの垂直バネ端子３Ｂが保持される。垂直バネ端子３Ｂは、バネ用インシュレ
ータ４に保持される複数のバネ端子３のうちの傾斜バネ端子３Ａ以外のバネ端子３である
。
【００６３】
　垂直バネ端子３Ｂは、幅方向Ｗに並ぶ一対の傾斜バネ端子３Ａの間において、アーム部
３２の撓み方向Ｆが端子接触部２８Ａ，２８Ｂの外面に対して垂直になる状態で配置され
ている。バネ用インシュレータ４には、厚み方向Ｔに傾斜する傾斜バネ端子３Ａ用の保持
溝４２Ａと、厚み方向Ｔに平行な垂直バネ端子３Ｂ用の保持溝４２Ｂとが形成されている
。
【００６４】
　本形態のバネ端子３は、センサ素子２に設けられた電極の数が４つであることによって
、合計６つが使用される。本形態のガスセンサ１は、例えば、ＮＯｘ（窒素酸化物）等の
特定ガス成分の濃度を検出するＮＯｘセンサとすることができる。ＮＯｘセンサのセンサ
素子２においては、ガス室２６における排ガスＧ中の酸素を排出するために固体電解質体
２１の第１主面２１１に設けられたポンプ電極と、ガス室２６における排ガスＧの残留酸
素濃度を検出するために固体電解質体２１の第１主面２１１に設けられたモニタ電極と、
ガス室２６における排ガスＧのＮＯｘ濃度を検出するために固体電解質体２１の第１主面
２１１に設けられたセンサ電極と、固体電解質体２１の第２主面２１２に設けられた、大
気Ａに晒される基準電極との４つの電極が用いられる。また、センサ素子２には、ヒータ
２３が積層されている。
【００６５】
　図１５に示すように、センサ素子２の第１外面２０１及び第２外面２０２には、それぞ
れ３つの端子接触部２８Ｃ，２８Ｄが形成されている。第１外面２０１には、ポンプ電極
、モニタ電極及びセンサ電極のそれぞれのリード部２２１に繋がる３つの端子接触部２８
Ｃ，２８Ｄが形成されている。第２外面２０２には、基準電極のリード部２２１と、ヒー
タ２３の発熱体２３０のリード部２３２とにそれぞれ繋がる３つの端子接触部２８Ｃ，２
８Ｄが形成されている。
【００６６】
　センサ素子２の各外面２０１，２０２に形成された３つの端子接触部２８Ｃ，２８Ｄに
は、センサ素子２の基端部２０４の基端側において幅方向Ｗに２つ並んで形成された基端
側端子接触部２８Ｄと、基端側端子接触部２８Ｄの先端側に隣接して形成された先端側端
子接触部２８Ｃとがある。２つの基端側端子接触部２８Ｄには、幅方向Ｗに並ぶ２つの傾
斜バネ端子３Ａのアーム部３２が接触する。また、先端側端子接触部２８Ｃには、垂直バ
ネ端子３Ｂのアーム部３２が接触する。
【００６７】
　図１５に示すように、垂直バネ端子３Ｂと接触する先端側端子接触部２８Ｃの幅方向Ｗ
の形成幅は、基端側端子接触部２８Ｄの幅方向Ｗの形成幅に比べて大きい。これにより、
垂直バネ端子３Ｂのアーム部３２の、センサ素子２の幅方向Ｗのいずれの側への位置ずれ
も許容することができる。また、ポンプ電極、モニタ電極、センサ電極、基準電極、発熱
体２３０と、傾斜バネ端子３Ａ及び垂直バネ端子３Ｂとの対応関係は、いずれの対応関係
とすることもできる。
【００６８】
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　本形態のガスセンサ１においては、センサ素子２に用いられる電極の数の増加に応じて
、一対の傾斜バネ端子３Ａの間に垂直バネ端子３Ｂを配置している。そして、垂直バネ端
子３Ｂが接触する先端側端子接触部２８Ｃの幅方向Ｗの形成幅は、傾斜バネ端子３Ａが接
触する基端側端子接触部２８Ｄの幅方向Ｗの形成幅よりも大きい。これにより、垂直バネ
端子３Ｂを用いる場合においても、この垂直バネ端子３Ｂと先端側端子接触部２８Ｃとの
接触状態を良好に保つことができる。
【００６９】
　なお、ＮＯｘセンサのセンサ素子２にヒータ２３が積層されない場合には、ポンプ電極
、モニタ電極、センサ電極及び基準電極２２Ｂの４つの電極を、センサ素子２の第１外面
２０１及び第２外面２０２に２つずつ形成された端子接触部と、４つの傾斜バネ端子３Ａ
とに対応させることができる。
　また、図１６に示すように、垂直バネ端子３Ｂは、センサ素子２の第１外面２０１にお
いてのみ用い、ガスセンサ１においては、合計５つのバネ端子３を用いることができる。
【００７０】
　本形態のガスセンサ１におけるその他の構成、作用効果等については、実施形態１の場
合と同様である。また、本形態においても、実施形態１に示した符号と同一の符号が示す
構成要素は、実施形態１の場合と同様である。
【００７１】
＜実施形態３＞
　本形態は、バネ用インシュレータ４における保持溝４２の変形例について示す。
　保持溝４２は、図１７に示すように、バネ用インシュレータ４の先端側の端面から基端
側へ連続して形成するのではなく、バネ用インシュレータ４の先端側部分に形成された凹
部４４から基端側に向けて形成されていてもよい。
【００７２】
　また、保持溝４２は、挿入方向Ｄから見た状態において直線状に形成する以外にも、図
１８及び図１９に示すように、挿入方向Ｄから見た状態において段差状に形成することも
できる。段差状の保持溝４２は、傾斜バネ端子３Ａがセンサ素子２の厚み方向Ｔに対して
傾斜して配置されるように形成する。傾斜バネ端子３Ａの保持部３１は、段差状の保持溝
４２の幅方向Ｗにおける外側の角部に配置される。傾斜バネ端子３Ａのアーム部３２は、
保持部３１から幅方向Ｗの中心側に向けて配置される。
【００７３】
　図１８には、保持溝４２における、厚み方向Ｔの中心側に位置する部分４２２の幅方向
Ｗの幅を、保持溝４２における、厚み方向Ｔの外側に位置する部分４２３の幅方向Ｗの幅
よりも小さくした例を示す。また、図１９には、保持溝４２における、厚み方向Ｔの中心
側に位置する部分４２２を、保持溝４２における、厚み方向Ｔの外側に位置する部分４２
３よりも幅方向Ｗの中心側に形成した例を示す。これらの段差状の保持溝４２の形成によ
り、傾斜バネ端子３Ａを、端子接触部２８Ａ，２８Ｂの外面に対して傾斜させることがで
きる。
【００７４】
　本形態のガスセンサ１におけるその他の構成、作用効果等については、実施形態１の場
合と同様である。また、本形態においても、実施形態１に示した符号と同一の符号が示す
構成要素は、実施形態１の場合と同様である。
【００７５】
＜実施形態４＞
　本形態は、バネ端子３の形状の変形例について示す。
　バネ端子３の保持部３１は、撓み方向Ｆにおける位置がオフセットするように屈曲して
形成する以外にも、図２０に示すように、挿入方向Ｄに平行な直線状に形成することもで
きる。また、アーム部３２は、保持部３１から挿入方向Ｄに折り返して形成する以外にも
、図２１に示すように、保持部３１の挿入方向Ｄの先端側の端部から、先端側へ延設する
状態で形成することもできる。また、小型化には反することになるが、図２２に示すよう
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に、アーム部３２は、保持部３１の挿入方向Ｄの先端側の端部から基端側へ折り返し、さ
らに先端側に折り返す形状に形成することもできる。
【００７６】
　図２０～図２２においては、センサ素子２の片側の外面に配置されたバネ端子３につい
て示す。バネ端子３は、センサ素子２の両側の外面に配置されていてもよい。
　本形態のガスセンサ１におけるその他の構成、作用効果等については、実施形態１の場
合と同様である。また、本形態においても、実施形態１に示した符号と同一の符号が示す
構成要素は、実施形態１の場合と同様である。
【００７７】
　また、ガスセンサ１においてバネ端子３を用いる数は、センサ素子２に設けられる電極
の数に合わせて適宜変更することができる。また、ガスセンサ１において２枚の固体電解
質体２１を用い、ポンプ電極が形成される固体電解質体２１と、モニタ電極及びセンサ電
極が形成される固体電解質体２１とを別のものとしてもよい。また、各実施形態に示す構
造は、大気ダクト２７が形成されていないセンサ素子２に対して適用することもできる。
【００７８】
　本発明は、各実施形態のみに限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲にお
いてさらに異なる実施形態を構成することが可能である。また、本発明は、様々な変形例
、均等範囲内の変形例等を含む。
【符号の説明】
【００７９】
　１　ガスセンサ
　２　センサ素子
　２８Ａ，２８Ｂ，２８Ｃ，２８Ｄ　端子接触部
　３Ａ　傾斜バネ端子
　３１　保持部
　３２　アーム部
　４　バネ用インシュレータ（インシュレータ）
　４１　挿入穴
　４２　保持溝
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